
直通 本 庁 0986-76-8802
大隅支所 099-482-5921
財部支所 0986-72-0931

- 92 -

（職員１０人）農業委員会事務局

農業委員の役割

農業委員会とは 「農業委員会等に関する法律」に基づいて，市町村に義務づけられた行政，

委員会です。農業者の代表である農業委員で構成され，選挙で選ばれた選挙委員と市町村長か

ら選任される選任委員で構成されています。

農業委員会の業務は，農地の権利移動の許認可事務や農業者年金業務・農地の利用調整や流

動化，認定農業者の育成・農業に関する調査研究，農業者への情報提供・行政庁への政策提言

等を行っています。

曽於市には，選挙及び推薦により３６名（1名欠員）の農業委員が在職しており，日々農業

委員会活動を行っております。

農業委員数３５名（1名欠員 （公選２９名（1名欠員 ，団体推薦３名，議会推薦３名）） ）

財部地区･･･１０名

大隅地区･･･１２名

末吉地区･･･１３名（1名欠員）

農業委員会の活動内容

１ 優良農地の確保 ２ 農家への支援

(1) 農地転用・権利移動の申請受理並びに知事 (1) 担い手農家や認定農家に対する農地のあ

への進達 っせん活動

(2) 無断転用防止・農地パトロールの実施 (2) 農業経営規模拡大事業の一部助成（貸し

(3) 遊休農地の解消・農地の利用集積の促進 手・借り手に対する市の助成）

(4) 農地の利用状況調査 (3) 農地流動化の促進

(5) 農家相談の開催 (4) 家族経営協定の締結促進

３ 農政活動 ４ 農業者年金の加入促進

(1) 認定農家や担い手農家と語る会の開催 (1) ゆとりある老後の生活支援活動

(2) 国・県・市に対する建議及び要望

(3) 農政の調査研究

【総務係・農地係】

１ 優良農地の確保対策及び庶務全般 3,043万円

農地法に基づく諸手続き

○農地法第３条

農地を売買したり贈与したり貸借するには，前もって申請書を農業委員会に提出して農業

委員会の許可を受けることが必要です。この許可により，名義変更の登記申請ができて，軽

油免税のための耕作証明も受けられます。

〇農地法第４条・第５条

農地を耕作以外の目的で使うには，前もって申請書で県知事（４ヘクタールを超えるとき

は農林水産大臣）に許可を受けておかなければなりません。

申請書は，農業委員会を通じて県知事に提出（ 進達」といいます ）することになりま「 。

。 ， （ 。）す このあと 県農業会議で諮問となり許可までおよそ２ヶ月 農振除外はさらに延びます

を要します。

法第４条は所有者自らの事業目的での転用について，法第５条は所有者以外の事業目的での

転用について申請するものです。
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【無断転用には厳しい罰則】

許可を受けずに転用すれば，農地法違反ですので農地等の権利取得の効力が生じないだけ

でなく，都道府県知事は工事の中止，原状回復などを命ずることができます。これに従わな

い場合は罰則が科せられます。

【届出】

（ ）● ２アールに満たない畜舎や農機具倉庫などを建築する場合及び農地の形状変更 盛土等

をする場合には，用途変更届出が必要。

● 相続等により許可を受けることなく，農地の権利を取得した者は，農業委員会に届出が

必要。

◎ これらの申請を受けて，許可書や標識を交付したり，各種証明事務を行ったりします。

○利用状況調査の実施

農地法により，毎年農地の利用状況調査を実施し，調査結果に基づき，遊休農地に対して

は指導等を実施し，遊休農地の解消を推進します。

【農政係】

１ 農家支援活動事業 ９８６万円

大切な農地の売り買い・貸し借りは，農業委員会を通じて安全・安心です。

一定の条件を満たす農家には市の助成金があります。又，県地域振興公社を通じて，農地の売

買や貸借をする制度があります （詳しい条件は農業委員会へ）。

２ 農政活動事業等

農政部会では，曽於市の農業振興と農家の地位向上に

寄与するための調査研究を行い，農家の意見を行政機関

に建議・政策提案を行います

また，農業施策研究のため各施設等の調査研修を行い

ます。

【主な事業内容】

⑴ 認定農家と語る会を実施します。

⑵ 農業委員会だよりの発行を3月に実施します。

⑶ 小作料や農作業別標準賃金表等の農業関係情報を作

成し公表します。

３ 農業者年金加入促進事業 ４１万円

農業をされている方の老後の生活のゆとりと安心のため，農業者年金の加入促進と年金受給

等の手続きを行っています。

加入の申し込み・相談は，農業委員会や農協で行っています。

【農業者年金の内容】

(1) 将来の年金受給に必要な原資を自分で積み立て，運用し受給額が決定します。

， 。(2) 国民年金の第１号被保険者で ６０日以上農業に従事する６０歳未満の方が加入できます

(3) 毎月の保険料は２万～６万7千円の間で自由に選択でき，増減も可能です。

(4) 加入・受給中死亡でも８０歳までの保証付きの終身保険です。

(5) 保険料は全額社会保険料控除となります。

(6) 意欲ある担い手に保険料助成（政策支援）があります。
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直通 本庁 0986-76-8808
大隅支所 099-482-5950
財部支所 0986-72-0938

（職員３１人）経済課 産業振興課・

【農政係・産業振興課農政商工係】

１ 農業後継者等育成対策事業 １,６２４万円

これからの農業を担い支える農業高校生，新規就農者及

び農業後継者の育成支援を行います。

【主な事業内容】

農林業後継者結婚祝金 ２０万円

農業高校育成協議会負担金 ２６万円

新規就農者支援対策事業補助金 １,５３０万円

ヤングファーマーズクラブ運営補助金 ４５万円

農業高校在学生のつどい

２ 農業制度資金利子補給事業 １４４万円

農業者の経営基盤の確立と経営改善及び生活の向上に必要な資金繰りを円滑にするため，

農業制度資金及び農家緊急対策特別資金の利子補給を行います。

【主な事業内容】

農業振興資金利子補給補助金 １３万円

農業経営基盤強化資金利子補給補助金 ４万円

農家緊急対策特別資金資金利子補給補助金 １２７万円

３ 中山間地域等直接支払交付金事業 １,１２７万円

交付金の活用による農業生産活動等の維持を通じて，中

山間地域等における耕作放棄の発生防止と多面的機能の確

保を図ります。

【主な事業内容】

中山間地域等直接支払交付金 ９地区 １,１２７万円

４ 農業経営改善支援活動事業 ８７万円

認定農業者等の経営感覚に優れた農業経営者を育成する

ため，関係機関・団体の連携による推進体制の下で，経営

相談・診断・研修及び情報提供などを行ないます。

【主な事業内容】

曽於市認定農業者等連絡協議会補助金 ７８万円

担い手育成総合支援協議会運営費補助金 ７万円

認定農家研修
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【森林整備係・森林保全係】

１ 曽於市単独間伐及び再造林促進対策事業 １,２５４万円

木材価格の低迷等により，適期に間伐が実施されない森

林が増加する中で，間伐を実施する森林所有者に対し，ま

た，造林未済地を解消するため再造林を実施する林家に対

して補助金を交付することにより本市の環境保全及び林業

の振興を図ります。

【主な事業内容】

間伐及び再造林促進対策事業補助金 １,２５４万円

２ 林道管理 １,２５８万円

森林整備を適切に実施するため，その基盤施設となる林

道の維持管理を図ることにより，地域林業の振興及び公益

的機能の発揮を推進します。

【主な事業内容】

林道沿線環境整備委託料 266万円

用地測量業務委託料 220万円

林道工事費 410万円

３ 有害鳥獣駆除事業 ２１５万円

野生鳥獣による農作物の被害が増加傾向にあるため，被

害等の状況を的確に把握し，その防止のための鳥獣捕獲を

実施します。

【主な事業内容】

有害鳥獣駆除補助金 ２１０万円

２,４５７万円４ 治山事業

公共，県営,県単補助事業により市内山腹危険個所等の

整備を促進し，人家等の安全確保を図るための工事等を実

施します。

【主な事業内容】

県費単独補助治山事業測量設計委託料 120万円

県費単独補助治山事業工事費 ２,２８０万円

５ 森林・林業振興事業 ９,２０５万円

作業路等の維持補修用資材の支給や森林伐採後の植栽用

のサクラ苗木支給のほか，林業機械導入補助や林業の担い

手育成補助を行い，森林・林業の振興を図ります。

【主な事業内容】

作業路等維持補修用材料 ３１９万円

美しい森づくり用サクラ苗木 ２１０万円

林業担い手育成基金事業補助金 ２５９万円
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【商工観光係（曽於市ブランド推進室 】）

１ 道の駅と農産物直販所 3,996万円

市内に３か所の道の駅があります。

それぞれが市の産業,観光及びイベント等の情報を発信することにより都市住民との交流地域

の活性化を図り,住民の憩いの場を提供します。

財部きらら館 末吉四季祭市場 大隅農土家市

２ 商工業の振興 ３,６５０万円

市内の商工業者の振興発展のため，下記の事業を実施し

ています。

【主な事業内容】

・商工業後継者育成 362万円

・商工会運営補助金 1,341万円

・商工会地域商品券発行事業補助金 750万円

・商工会歳末大売出し補助金 200万円

・街路灯維持管理 165万円

・経営動向調査 25万円

・利子補給事業（設備投資及び運転資金等） 4８２万円 曽於市商工会本所

・市民ゴルフ大会 45万円

３ 消費者行政活性化事業 ２３９万円

多種多様な消費生活相談の機能を強化し,市民の安全な

暮らしをめざします。

【主な事業内容】

消費生活相談窓口及び相談員の設置

４ 大淀川の美化活動 １０万円

末吉町内水面漁業協同組合が運営をし，遊魚証の販売，

， ，大淀川の魚族の保護 美化活動及び監視活動を行っており

放流事業としてふな・うなぎ・モクズガニ等を毎年放流し

ています。

【主な事業内容】

内水面漁協運営補助金 10万円
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５ 観光促進事業 ７,１８１万円

曽於市観光協会と曽於市観光特産開発センターを中心に

3つの道の駅も含めて曽於市の観光振興を図るものです。

【主な事業内容】

観光特産開発センター運営費 1,919万円

観光パンフレット 86万円

曽於市観光協会運営費 510万円

観光イベント（祭り・ウオーキング）費 1,02９万円

憩いの森管理費 3,3３7万円

【特産園芸係（曽於市ブランド推進室 】）

１ 園芸振興事業 １,８０３万円

野菜，普通作，花き，果樹等を対象に，環境にやさしい

農業の推進や高品質・安定生産，省力化・低コスト化の推

進を図るために必要な施設，資材，機械器具等の整備導入

を支援します。

【主な事業内容】

園芸生産ハウス補助 6２４万円（補助率1/3以内）

機械・生産資材補助 １１５万円（補助率1/3以内）

２ 農業航空事業 ７９万円

水稲作における病害虫防除効果を高め，省力化・低コス

トで，農業生産に環境負荷の少ない一斉航空防除を実施し

ます。

【主な事業内容】

運営補助79万円

３ 野菜価格安定対策 ６４万円

野菜の価格が著しく低落した場合，その価格差について

生産者やＪＡ，経済連，市，国及び県において造成した基

金から「価格差補給交付金」を交付し，野菜生産農家の再

生産意欲の維持と経営安定を図ります。

【主な事業内容】

野菜価格安定対策負担金 ６０万円

野菜価格安定対策補助金（基金協会運営補助金）４万円

４ 甘しょ育苗センター生産管理委託 ６００万円

基幹作物である甘しょの生産拡大に伴う農家負担の軽減

や良質甘しょの安定生産を図るため，バイオ苗の増殖をＪ

Ａに委託します。

【主な事業内容】

甘しょ苗生産委託料６００万円
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５ 茶振興事業 １,２６１万円

曽於市の茶業振興と銘柄確立に向けて

本年度11月3日に開催される県茶業振興大会に向けて

「そお茶」の銘柄確立に向けて関係機関と一体となり取り

組んでいきます。

【主な事業内容】

（補助率1/3以内）茶防霜ファン設置事業補助 440万円

茶業振興会運営補助金 52万円

そお茶銘柄確立補助金 ４５０万円

かごしまお茶まつり２０１３ＩＮそお市大会運営補助金

３００万円

６ 土壌診断事業 １０８万円

環境保全型農業を進めるために，土壌を作目ごと，時期

別に診断し，処方箋に基づく土づくりや施肥改善を推進し

ます。

【主な事業の内訳】

事務補助賃金 ８５万円

試薬等 ２３万円

７ 畑地かんがい営農推進事業 ３２５万円

曽於地域畑地かんがい営農推進本部と連携しながら，事

業効果の早期実現を図るため，かん水技術・栽培技術等の

実証展示により畑かん営農の啓発推進に努めます。

【主な事業内容】

畑かん水利用促進補助金 １２０万円

畑かん営農推進本部負担金 ８１万円

水利用推進品目実証補助金 23万円

８ 環境保全型農業推進事業 ９１２万円

安心・安全を求める消費者ニーズに応じた農業生産を支援

するため，土づくりを主体とした有機質資材の利用促進，交

信攪乱剤による環境負荷低減技術実証，農業用資材の適正処

理等を柱とした環境にやさしい農業の推進を支援します。

【主な事業内容】

地力増進（天地返し）推進事業 270万円

農業用廃ﾌﾟﾗ・空缶等適性処理対策 １４９万円

有機堆肥利用促進事業 420万円

環境保全対策堆肥舎建設事業 60万円
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９ 花と緑の供給センター管理費 ２９５万円

春と秋に花苗を生産し，市内の緑地帯や公共施設，各種

団体等へ配布し，地域住民に「うるおいある空間」を提供

するとともに，花と緑のもつ「安らぎ 「癒し」等の効果」

を活かしながら，美しい環境づくりを推進します。また畜

産農家へ花苗を配布し環境美化に努めます。

【主な事業内容】

育苗監理委託料 220万円

原材料費 33万円

【ブランド推進係（曽於市ブランド推進室 】）

1０ 曽於市ブランド確立推進事業 ６８５万円

曽於市農畜産物のブランド化を推進し，市内外への消費

拡大や付加価値の高い商品開発を推進し，全国へＰＲする

とともに流通ルートの拡大を図りながら，曽於市ブランド

として確立していきます。

また，都市交流アドバイザーとの連携により，情報収集

に努め総合的な曽於市PRに努めます。

【主な事業内容】

都市交流アドバイザー謝礼金 216万円

曽於市ブランド認証品販売手数料補助 150万円

ゆずブランド確立事業補助 １00万円

新規加工食品開発補助金 60万円




